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今月の重点管理目標 －雨天走行時の事故防

６月は梅雨の季節です、雨が降ると事故発生頻度が

高くなります。

高速道の天候別事故分析では、降雨時の事故発生

確率は晴天時の４倍近くになっています。雨による

視界悪化やスリップの危険に注意し、速度を落とした

慎重な運転を心がけましょう。

梅雨時はタイヤの消耗などの点検が重要です、残り溝

が少ない場合、濡れた路面では制動距離が伸びたり

スリップするなど大きな危険要因となります。また、

ワイパーゴムの劣化していないか調べておきましょう。

タイヤの空気圧低下は高速走行時のハイドロプレーニング

現象を誘発する危険があり、燃費も悪いのでチェックが必要

です、できれば一斉点検日を設けて、タイヤをハンマーで

叩くとともにゲージで空気圧を測定しましょう


